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　1984 年９月 14 日の長野県西部地震に伴う水平地殻変動を解明するため，震源域の近くで光

波測量を実施した。震源域の西方，約 20 ㎞にある阿寺断層について，われわれは断層上の３

地区に基線網を敷き（第１図），以前から光波測量を繰り返してきた。地震直後に行われた今

回の再測では，前回（1983 年 11 月）に比べて２㎝に達する基線長の縮みが認められた（第２表）。

これは測量誤差をやや上回る，有意なものと思われる。一方，余震分布などを参照して震源モ

デルを設定し，各基線網が受けるべき歪変化を計算して光波測量の結果と比較したが，かなら

ずしも良い一致は見られなかった。測量値全般に縮みが卓越しており，それが計器誤差（周波

数変化）でないことは検定で確かめてあるものの，季節変化の影響が取りきれていない（作業

時期が前回より２月早い）可能性もあり，さらに検討を要すると思われる。またモデル計算に

ついても，今後いくつかの例について検討したいと考えている。
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第１図　阿寺断層における各基線網（左より，下呂，付知，坂下）
Fig. １　Base line networks in the Atera fault area.

第１表　阿寺断層の各基線網で使用されている基準点の一覧
Table １　List of bench marks used for geodimeter surveys in the Atera fault area.
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第２表　各基線網における測距結果 (a) 下呂基線網，(b) 付知基線網，(c) 阪下基線網。
Table ２　Changes in the baseline length at （a） Gero， （b） Tsukechi and （c） Sakashita baseline networks.
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第２図 (a)　下呂基線網における累積歪量
Fig. ２(a) Cumulative strain change at Gero baseline network.

第２図 (b)　付知基線網における累積歪量
Fig. ２(b) Cumulative strain change at Tsukechi baseline network.
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第２図 (c)　坂下基線網における累積歪量
Fig. ２(c) Cumulative strain change at Sakashita baseline network.

第３図　各基線網における水平歪要素（1983 年 11 月－ 1984 年９月）
Fig. ３　Principal axes， dilatations and maximum shear strain changes at each baseline network for the period 
　　　　November， 1983 to September， 1984.
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